
私たちのありたい姿

誰もが一番に相談したくなるヘルスケアグループへ
　日本調剤グループが一体となって「すべての人の『生きる』に向き合う」という不変の使命を果たすべく、
私たちのありたい姿を「誰もが一番に相談したくなるヘルスケアグループへ」と掲げています。
さらに、長期ビジョンの実現に向けてありたい姿を具体化した3つの柱を定めました。

日本一明るく活力あふれるグループへ

私たちは患者さま、お客さまに寄り添い、温かいおも
てなしとホスピタリティあふれるサービスを提供する
ことで、すべての人に信頼されるヘルスケアグループ
を目指します。そのために、研修や教育、制度改革、
多様性の確保などを通じて未財務資産である人的資
産を大きく成長させていくことで、より一層、お客さま
に寄り添う組織を構築します。

イノベーションに挑戦し続けるグループへ

イノベーションへの挑戦によって、既存ビジネスでは
顧客体験の向上と業務変革を実現し、新規ビジネス創
出により新しい価値を皆さまに提供することを目指し
ます。他社との連携や共創を推進するとともに、イノ
ベーションを促進する企業文化を醸成し、従業員一人
ひとりが積極的に挑戦できる環境を整備することで、
さらなる成長を目指します。

あらゆるニーズに応えられるグループへ

時代の変化とともに、ヘルスケアに関するニーズは多
様化しています。お客さまのニーズに真摯に向き合い、
より広い領域で、より多くの人々の「生きる」に向き
合うことで、ありたい姿の実現を目指します。さまざま
なニーズに対応できる体制、設備、システムを構築し、
お客さまの声に耳を傾け、顧客視点からサービスを見
直すことで、期待を超える価値を提供していきます。
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